
第 7 回サイエンスフォーラムを開催しま
した～6 月 13 日～ 

2017 年に本学薬学部を卒業し、現在は米国で
薬剤師として働く横田麻衣さんを講師に迎え、約
240 人の学生・教職員が参加しました。横田さん
は、学生時代の過ごし方と、米国の薬剤師の職域
をインタビューを交えて紹介しました。またコミ
ュニケーションの重要性を、糖尿病 
患者と薬剤師とのやりとりを同席 
した夫と即興で演じる場面もあり、 
大きな拍手がわきました。 

防災女子 10 周年記念パーティーを開催し
ました～6 月 23 日～ 
 現役学生 13 名、卒業生 10 名、教職員 3 名と
スペシャルゲストとして、元 現代社会学部教授
の清原桂子先生にもお越しいただき盛大に開催さ
れました。「妊娠・出産・授乳・生理など配慮の
必要な当事者である女性たちが、他の人たちもま
きこみながら意見・提案を 
言っていくことが大切。応援 
しています。」との励ましを 
いただきました。 

第６回「森わさ賞」候補者を募集します～ぜひご応募・ご推薦ください～ 
校祖森わさ先生の志を継承し、本学の建学の精神「真理愛好・個性尊重」に基づい 

て、研究、教育又は社会における活動において優れた功績をあげた女性の教職員・卒 
業生・修了生を表彰する「森わさ賞」の候補者を募集します。自薦・他薦の別、年齢 
は問いません。ぜひご応募・ご推薦ください。（写真は、森わさ先生） 

詳細は、男女共同参画推進室ＨＰをご覧ください。 
◆対象：女性の本学専任教職員もしくは卒業生・修了生で、研究、教育又は社会に 

おける活動のいずれかにおける功績が認められる方  
◆〆切：2024 年 11 月 29 日（金）15:00  
◆申し込み：下記より推薦書をダウンロードのうえ、男女共同参画推進室までお送り 

ください 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/kyodo_sankaku/torikumi/moriwasa_prize.html 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

VAL21(兵庫県経営者協会 女性部会)との
協働による、男女共同参画週間記念フォーラ
ムを開催しました～6 月 25 日～ 

「＜私＞のキャリア・デザインｰｰ女性が活躍する企
業の取り組みから考える」と題して、約 140 人の学
生・教職員が参加しました。パネルディスカッションで
は、モチベーショングラフをみながら、職場での働き方
や休暇制度、出産や育児、家事などと仕事をどう両立
し、困難をどう解決してきたかを述べました。 

質疑応答の時間には、ジェンダー・バランスについ
ても話し合い、「会社の幹部が同世代の男性ばかり
になると必ず見落としてしまう 
点が生じる。女性を役員に加え 
ることで、視野を広げることにな 
るのではないか」と話しました。 
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学長カフェを 6 月 12 日に開催しました 
 学長と両事務局長を迎え、教職員あわせて 15
名が参加し、課題を共有しました。大学内施設に
おける防犯強化や生理用品の整備拡充、KAC の新
１号館、ポートアイランドの活性化（地域貢献）、
また企業主導型保育園との連携依頼の声があがり
ました。 
 学長からは、防犯対策強化の進捗と本学の資源
をいかに活かすかについてお話がありました。 

介護ワークショップを開催します！ 
誰にとっても切実な介護の問題。「老いと演

劇」を掲げ、認知症ケアの実践に演劇的手法で
アプローチする「OiBokkeShi」主宰の菅原直樹
さんを講師にお迎えして、対面式のワークショ
ップを実施します。 
・9 月 19 日（木）15:00-17:00 
・アクティブスタジオ（D 号館３F）＠KPC１ 
・対面式・30 名（先着順） 
 参加希望の方は QR コードから 
フォームにご記入いただくか、 
男女共同参画推進室までメールで 
ご連絡ください。 

 

ご意見をお寄せください  
 職場のこと、育児・介護との両立のこと、男女
共同参画にかかわるなんでも、 
日々感じておられることにつ 
いてぜひご意見をお聞かせく 
ださい。今後の取り組みの参 
考にさせていただきます。匿名 
でも送信していただけます。 

 


